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はじめに
下記の国際火災科学研究科（長いので，以
下，この原稿では「研究科」）の日本語トップ
ページ（https://www.tus.ac.jp/fac_grad/grad/
kasai/）からご訪問された方には，研究科と
専攻のページしかない，本当に単純なホーム
ページです。どこか他につながる隠しボタン
はありません。しかし，研究科と火災科学研
究センター（以下，「センター」）が切っても
切れない関係にあることが影響して，研究科
には，もうひとつのホームページ（http://
gcoe.tus-fire.com/?page_id=8）が存在している
のです。
「えっ，何で？」といった疑問を感じられ
た方に対して，種明かし（≒言い訳）をさせ
ていただくのが，本稿の目的です。
スパゲッティーな世界
研究科の英語トップページ（https://www.
tus.ac.jp/en/grad/kasai/kasai.html）の右上の方
にある “Original Homepage “のボタン（図
１）をクリックすると，センターへの扉とな
る英語ページに入れます。このページの最上
段にある小さな “Japanese” ボタンをクリッ
クするとセンターの日本語トップページ
（（図２）http://gcoe.tus-fire.com/）に辿りつけ
ます。このページから，理科大の火災研究と
教育に関連した，いろいろな情報が得られる
のですが，左メニュー欄中「教育プログラ
ム」から，先ほど書いた，研究科紹介のペー
ジに行けるのです。
センターのホームページからは，「アジア
15ヵ国・地域のインターネット上のニュース
サイトから収集した火災に関係するデーター
を提供する『東アジアの火災GCOEネット
ニュース』」「日本の消防法令が過去どのよう
な改正経過をたどったかの検索が可能な『消
防法令の改正経過検索』」「東アジア各国の防
火法令，火災統計」「全国の大学等との共同
研究および共同利用に関する理科大学の拠点
の一つとして設置されている火災安全科学研
究拠点の情報を提供する『共同利用，共同研
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特集　国際火災研究の現状と展望
「スパゲッティーな世界，
国際火災科学研究科ホームページ」
東京理科大学 総合研究院 火災科学研究センター長
東京理科大学 国際火災科学研究科 教授　松
まつばら
原　美
よしゆき
之
21理大 科学フォーラム　2017（9）
究』」など，研究科
も含めた火災科学の
研究と教育に関連し
た多様な情報を得る
ことができます。
このホームページ
はトップに日本語と
英語のページの両方
が置かれていて，そ
の両方のページの下
に「Forum on Fire 
Safety in Asia （FF 
SA）」（ht tp : / / gcoe .
t u s - f i r e . c o m / e n g /
ffsa/）という英語の
ページが存在しま
す。この英語ページ
内（http://gcoe.tus-fire.com/eng/ffsa/?cat=3）で
は，東アジアの火災を検索する機能が使える
のですが，日本語ではこの機能を使えるペー
ジが設けられていません。逆に，「消防法令
の改正経過の検索機能」等，日本語のページ
にだけにしか機能が使えないものがありま
す。
種明かし
日本語ページと英語ページが対称ではない
ホームページは，日本には多く存在すると思
いますが，英語版の方が充実しているページ
が作られているのがセンターのホームページ
の特徴だと思います。これは，研究科が文科
省グローバルCOEの成果としてセンターか
ら成長してきた過程で，海外からの留学生に
対して英語で情報を提供する必要性から英語
ページが当初設置・運営され，「専門知の共
有に基づくアジアの火災安全情報拠点の形
成」を目指すためには，英語ページの充実が
不可欠だったからだと思っております。
とはいえ，現在のホームページは，日本語
と英語とのページの間のバランス調整が必要
な段階にあると感じているのですが，研究科
の組織改編などがひと段落するまで，今しば
らくは，見直しに着手できないでおります。
おわりに
日本語ページにだけ「火災談論室」なる電
子会議室を今年になって追加しました。議論
のページを運営する経験を積むためです。成
長してくれることを願っております。
研究科のホームページのお世話をさせてい
ただくことになって，１年が経とうとしてい
ます。「研究対象の火災が社会科学・人文科
学の分野の知識が重要な知識として役立つほ
どに総合的で複雑な領域である。しかも，火
災の頭に『国際』が付いているからさらに複
雑でもしかたないだろう」という言い訳をし
なければならないほど，現在のホームページ
は迷路状態になっております。改組がひと段
落したら，交通整理したいなと願っておりま
す。願うことばかりが多いという現状をお話
しして，「明日に乞うご期待」ということで
研究科ホームページの紹介を終えさせていた
だきます。
図２　火災科学研究センター日本語トップページ
